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秋
の
日
に
、
が
ん
じ
ゅ
ー
祭
（
病
院
祭
）
で
大
賑
わ
い

　

11
月
17
日
（
日
）、
今
年
で
18
回
目
と

な
る
『
が
ん
じ
ゅ
ー
祭
』
が
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
が
ん
じ
ゅ
ー
祭
は
、
日
ご
ろ
病

院
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域

の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た

め
に
、
１
９
９
９
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
風
も
な
く
穏
や
か
な
天
気
に

恵
ま
れ
、
会
場
と
な
っ
た
病
院
大
駐
車
場

に
は
、
毎
年
大
人
気
の
地
元
野
菜
の
販
売

ブ
ー
ス
や
全
国
の
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
物
産
即
売
ブ
ー
ス
で
、
野
菜

や
特
産
品
を
買
い
求
め
る
皆
さ
ん
で
大
賑

わ
い
。
ま
た
沖
縄
そ
ば
や
カ
レ
ー
、
焼
き

鳥
な
ど
の
出
店
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

人
気
で
、
調
理
や
販
売
を
担
当
す
る
職
員

の
み
な
さ
ん
も
大
忙
し
で
し
た
。

　

さ
ら
に
特
設
の
舞
台
で
は
、
当
院
職
員

に
よ
る
琉
舞
・
三
線
ク
ラ
ブ
の
演
奏
・
演

舞
を
は
じ
め
、
や
え
せ
の
シ
ー
ち
ゃ
ん
に

よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
楽
し
い
出
し
物
が
目
白

押
し
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
来
院
、
入
院
の

患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
、
そ
し
て
職
員

が
お
だ
や
か
な
秋
の
日
を
の
ん
び
り
と
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

沖縄徳友会 百社会のバザーブース。
みなさんボランティアでご参加くださっています。
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介護・福祉事業部
宮川 和也 部長今日ぬ誇らしゃ 何ぎゃな譬る

4

　

11
月
22
日
（
金
）・
23
日
（
土
）、
通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
合
同
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
南
部
徳
洲
会
病
院
で
は
、
地
域

の
皆
様
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
１
９
９
４
年
11

月
１
日
に
『
老
人
デ
イ
・
ケ
ア
』
と
し
て
開
設
、
以
来
、
四
半
世
紀
に
わ

た
り
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
在
宅
医
療
・
福
祉
に
お
応
え
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
節
目
の
年
と
あ
っ
て
職
員
一
同
、
余
興
の
練
習
も
い
つ
も
以
上
に

力
が
入
り
、
敬
老
会
当
日
は
、
会
場
に
あ
ふ
れ
た
参
加
者
の
皆
様
の
最
高

の
笑
顔
に
、
よ
り
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
す
る
強
い
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

地域の皆様に、愛され支えられて25年

南部徳洲会病院通所リハ通所介護開所２５周年敬老会開催

南部徳洲会病院
赤崎 満 院長
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６
北
病
棟
は
、
脳
神
経
外
科
を
中
心
に
内

科
の
患
者
さ
ん
が
入
院
す
る
混
合
病
棟
で

す
。
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
看
護
師
が
29
名
、

介
護
福
祉
士
が
６
名
。
介
護
を
要
す
る
ご
高

齢
の
患
者
さ
ん
が
多
い
こ
と
か
ら
、
看
護
師

と
介
護
福
祉
士
が
チ
ー
ム
で
患
者
さ
ん
の
看

護
、
介
護
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

「
食
事
の
介
助
も
多
く
、
院
内
の
栄
養
士
や

言
語
聴
覚
士
と
も
連
携
し
て
、
患
者
さ
ん
ご

と
に
ふ
さ
わ
し
い
食
事
の
形
態
（
刻
み
食
の

場
合
の
刻
み
の
大
き
さ
な
ど
）だ
け
で
な
く
、

食
事
を
介
助
す
る
際
の
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、

口
に
入
れ
る
際
の
ス
プ
ー
ン
の
角
度
な
ど
、

細
か
く
調
整
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

平
川
優
子
看
護
主
任
。
こ
の
よ
う
に
６
北
病

棟
で
は
多
職
種
と
の
連
携
を
積
極
的
に
推
進

し
て
お
り
、例
え
ば
褥
瘡
ケ
ア
に
つ
い
て
も
、

院
内
の
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
管
理
認
定
看
護
師

と
の
勉
強
会
や
チ
ー
ム
で
の
病
棟
巡
回
や
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

実
施
す
る
な
ど
き

め
細
か
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
林
さ
ゆ

り
看
護
副
主
任
に

よ
る
と
、
病
棟
で

は
患
者
さ
ん
を
中

心
に
ご
家
族
や
関

係
す
る
機
関
と
の

連
携
に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、「
入
院
の
間

に
褥
瘡
を
作
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
入
院
時
に

褥
瘡
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
褥
瘡
の

緩
和
に
向
け
て
、
ご
家
族
や
送
り
元
の
医

療
・
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極
的
な
情

報
入
手
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん

ご
と
に
、
マ
ッ
ト
レ
ス
の
硬
さ
や
形
な
ど
の

調
整
や
保
湿
ケ
ア
な
ど
に
も
気
を
付
け
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

こ
う
し
た
質
の
高
い
看
護
を
行
う
た
め
、

快
適
な
職
場
環
境
づ
く
り
も
大
切
だ
と
、
平

川
主
任
。「
な
が
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

に
し
て
い
き
た
い
の
で
、
互
い
に
話
し
合
え

る
、
言
い
合
え
る
チ
ー
ム
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
、
先
輩

か
ら
後
輩
へ
の
き
め
細
か
な
毎
日
の
声
掛

け
。
互
い
に
信
頼
で
き
る
、
高
め
あ
え
る
職

場
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

多
職
種
連
携
で
患
者
さ
ん
中
心
の
看
護
を
！

問病 棟 訪 問 6 階北病棟

向かって左：平 川 優 子 看 護 主 任
　　　　右：林 さゆり看護副主任



6

10
月
30
日
（
木
）
の
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
の
日
、
き
ら
ら
保
育
所
の
園
児

た
ち
が
、
通
所
介
護
・
リ
ハ
を
訪
問
。
ご
利
用
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
、
か
わ
い
い
笑
顔
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
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連
載
３
回
目
！ 

み
な
さ
ん
、
タ
バ
コ

を
吸
う
人
を
責
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
喫

煙
者
（
か
つ
て
の
私
も
）
は
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
だ
け
な
の
で

す
。
人
間
は
本
来
ニ
コ
チ
ン
に
依
存
せ
ず

に
生
き
て
い
け
ま
す
。
人
体
に
有
害
な
煙

が
美
味
し
い
は
ず
は
な
く
、
ス
ト
レ
ス
解

消
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
で
は
な
ぜ
、
危
険

な
依
存
性
薬
物
が
簡
単
に
買
え
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

責
め
る
べ
き
は
、
世
界
最
低
レ
ベ
ル
に

緩
い
日
本
の
『
タ
バ
コ
規
制
』
で
す
。
タ

バ
コ
事
業
法
が
関
連
産
業
を
守
り
、
巨
大

利
権
を
生
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に

多
く
の
国
民
が
犠
牲
に
さ
れ
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
か
ら
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
を

含
む
様
々
な
タ
バ
コ
病
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
タ
バ
コ
広
告
を
制
限
す
る
法
律
も
な

く
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
で
タ

バ
コ
批
判
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
賢
明
な
日
本
人
の
喫
煙
率
は

年
々
減
少
の
一
途
で
す
。
そ
の
た
め
敵
は

新
し
い
戦
略
で
、
新
型
タ
バ
コ
（
加
熱
式

や
電
子
タ
バ
コ
）
と
い
う
ニ
コ
チ
ン
依
存

製
造
機
の
普
及
に
躍
起
で
す
。
長
期
使
用

の
害
も
判
ら
ず
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
は

使
用
が
違
法
な
の
に
（
羨
ま
し
い
）、
日

本
は
野
放
し
状
態
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
誰

で
も
す
ぐ
に
買
え
ま
す
よ
ね
。日
本
は『
新

型
タ
バ
コ
の
人
体
実
験
場
』
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
絶
対
に
、
騙
さ
れ
て
使
わ
な

い
こ
と
で
す
。

　

私
は
政
治
家
で
は
な
く
、
世
界
に
恥
ず

べ
き
こ
の
現
状
の
変
え
方
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
一
人
の
医
師
・
卒

煙
者
と
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
周
囲

に
禁
煙
を
勧
め
る
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
今
回
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
診
療
放
射
線
技
師

の
飯
田
洋
介
さ
ん
で
す
！

〇
飯
田
さ
ん
、
ま
ず
は
仕
事
の

紹
介
を

→
放
射
線
治
療
装
置
の
操
作

や
精
度
管
理
な
ど
で
す
。
専
門
的
に
は
診

療
放
射
線
技
師
、
医
学
物
理
士
と
言
い
ま

す
。

〇
禁
煙
２
か
月
目
、
体
調
の
変
化
は
？

→
朝
お
え
っ
と
す
る
こ
と
や
喉
の
痛
み
、

肩
こ
り
や
頭
痛
も
消
え
ま
し
た
。
身
体
が

呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
様
で
す
。
体
調

が
悪
く
な
る
の
に
吸
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
だ
し
、
軽
い
眠
気
と
空
腹
感

は
あ
り
ま
す
ね
。

〇
身
体
が
正
常
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

喫
煙
の
き
っ
か
け
は
？

→
大
学
時
代
に
友
人
の
影
響
と
、
ド
ラ
マ

な
ど
で
大
人
っ
ぽ
く
て
カ
ッ
コ
い
い
と
思

う
面
も
あ
り
ま
し
た
。

〇
今
は
ど
う
思
う
？

→
と
に
か
く
ニ
オ
イ
が
ク
サ
く
て
、
今
ま

で
何
で
こ
ん
な
ク
サ
イ
も
の
が
吸
え
た
の

か
と
。そ
れ
と
、一
番
目
に
見
え
る
メ
リ
ッ

ト
は
お
金
が
減
ら
な
く
て
驚
い
て
い
ま
す

(

笑)

。

〇
禁
煙
の
き
っ
か
け
は
？

→
私
事
で
す
が
双
子
が
産
ま
れ
る
予
定
も

あ
り
、
や
め
た
か
っ
た
と
こ
ろ
、
禁
煙
外

来
の
受
診
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の

子
供
に
タ
バ
コ
を
吸
う
姿
は
見
せ
ら
れ
な

か
っ
た
し
、
た
だ
の
ム
ナ
シ
イ
煙
に
依
存

し
て
い
る
事
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

〇
で
は
喫
煙
者
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を 

→
一
刻
も
早
く
禁
煙
外
来
を
受
診
す
る
こ

と
。
禁
煙
補
助
薬
で
よ
り
楽
に
や
め
ら
れ

ま
す
。
い
つ
か
は
や
め
る
と
漠
然
と
思
っ

て
い
て
も
ダ
メ
で
、
だ
ら
だ
ら
吸
っ
て
し

ま
う
。
禁
煙
に
失
敗
し
て
も
何
度
で
も
通

え
る
し
、
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
大
事
。
職

場
の
同
僚
と
一
緒
に
通
っ
た
こ
と
や
、
周

囲
の
応
援
も
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〇
自
分
で
禁
煙
す
る
と
成
功
率
は
た
っ
た

５
％
と
言
わ
れ
る
の
で
、
禁
煙
外
来
を
受
診

し
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。
自
信
の
ほ
ど
は
？

→
今
は
80
％
く
ら
い
。
飲
み
会
が
吸
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
一
番
危
な
い
気
が
し
ま
す
。

〇
禁
煙
の
店
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
は
？

→
そ
の
通
り
で
す
ね
、
今
後
は
そ
う
し
ま

す
！

　

次
は
も
う
一
人
挑
戦
者
を
紹
介
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
☆

禁煙コラム vol.3 Dr. 橋本の『禁煙成功者の実践と実感』　
令和はタバコ・フリーの時代！

タバコを吸う人を責めてはダメです！

橋
はしもと

本 成
せ い じ

司 先生
南部徳洲会病院 放射線治療科医師

・1980 年生まれ 東京都出身
	 琉球大学卒業、放射線治療専門

医
・2018 年 7 月より現職
・日本医学放射線学会、日本放射

線腫瘍学会、日本禁煙学会
・マリンスポーツとゴルフが趣味
・自身も、5 回の禁煙を経て、卒

煙 8 年目

（
公
財
）
日
本
対
が
ん
協
会 

２
０
１
９
年
禁
煙
ポ
ス
タ
ー

診療放射線技師 飯田 洋介 さん



こんにちは。QI センター事務局です。
当院で開催した QI 大会についてご紹介します。
QI 大会は、その取り組みや改善して効果が上がっ
た等の発表を行い、病院全職員へ周知を行うもので、
より良くするための質疑・応答が行われます。
年に１度、半日かけて大会形式で行い、各部署がそ

れぞれの問題点やリスクを特定し、どのように計画
的に改善策を実施してきたかを評価します。
今年の QI 大会は 11 月 25 日（月）に行われ、
16 演題が発表されました。
2014 年より毎年開催されているこの大会、回を
重ねるごとに、各部署での発表のレベルアップも実

感されます。今後も、医療の質、業務の質
を高められるよう継続していきたいと思い
ます。

（QI センター事務局 松山 優司）

【第 5 回  2019 年度 QI( 品質改善 ) 大会　プログラム】　開催場所：2 階 大会議室
No 予定時間 演　　　　題　　　　名 部　　署 発　表　者

13:00 案内・司会：松山 優司
13:02 開会挨拶：嘉手苅 勤 副院長

1 13:05 褥瘡のゼロを目指して　- スタッフの知識向上による予防ケア - 4 階南病棟 新垣・宮城
2 13:15 褥瘡減少ケアへの取り組み 5 階北病棟 具志 義貴

3 13:25 褥瘡発生低減の取り組み
～褥瘡発生予防に向けたスタッフのスキルアップと組織的な取組み～ 5 階南病棟 奥原 美和

4 13:35 褥瘡軽減に向けて 6 階北病棟 伊集・池田
5 13:45 褥瘡低減に向けた関わりについて 6 階南病棟 銘苅 愛理

6 14:05 多職種・他部門との連携による訪問件数増加に向けた取り組み 訪問看護いこい 島田 将尚

7 14:15 タイムスタンプ（長期署名システム）導入における同意書サイン漏れ
減少への取り組み 診療情報管理室 上原・泉川

8 14:25 診断書の訂正率低下 MC 大城・新垣
9 14:35 紹介率の上昇 地域医療連携室 島袋 宗紀

10 14:45 血液浄化センター超過勤務の削減 血液浄化センター 宮城 裕美
11 14:55 救急患者のアンダートリアージの割合 救急外来 川満・金城

12 15:15 始業前残業時間の削減への取組み 看護部 島袋 盛人
13 15:25 産婦人科におけるクリニカルパス導入による業務標準化 4 階北サブＳＴ 狩俣 由紀子
14 15:35 転倒・転落の低減 7 階南病棟 玉元 浩司
15 15:45 経鼻内視鏡件数の増加 内視鏡センター 黒田・富永
16 15:55 院内心肺停止患者の低減 ICU 比屋根 寛

16:05 講評・閉会挨拶：赤崎 満 院長

【 2019 年 度 QI( 品 質 改 善 ) 大 会 開 催 】

※ QI とは、クオリティ・インディケータ（Quality 
Indicator）の略で臨床指標のことを意味します。
患者さまへの安全で安心できる医療を提供する
ために、さらなる改善を目指しＰＤＣＡサイク
ルという手法を用いて、介入・振り返りを繰り
返し、患者さまの立場になって改善を行ってい
ます。

8
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知念  常
じょうこう

光 氏 プロフィール

・	 人財共育 株式会社 主任講師
・	 1941 年（昭和 16 年） 沖縄県うるま市勝連で出生。

沖縄県立 那覇高等学校、玉川大学 教育学部 卒業。
24 歳のときに会社設立。 60 歳で引退 経営経験 36 年。
昭和 54 年より人材育成のための講師として、県庁・市町村役場・
各地の商工会・ＪＡ・琉球銀行・沖縄銀行・郵便局・デパート・
青年会議所・県内中小企業・琉球大学・沖縄大学、県外では玉川
大学・目白大学等で「前向きに生きる」と「商いの心」をテーマ
に講演。
1970 年からラジオパーソナリティーを勤める。
現在 ラジオ沖縄にて「Ｇｏｉｎ に ｍｙ way」　毎週土曜日 よる  
１０：００～１１：００出演中。ラジオ出演 ５０年目を迎える。

・著書：「志高く覇気あれ！」 「感動力の時代」

※このコーナーは、知念さんの著書の中から、ワンタイトルを選んでご紹介しています。

人生はいつもＹ字型

　受験に失敗したとき、浪人をしてでも
コツコツと目標の学校を目指して頑張り
続けるか、あきらめるか。
　結婚を猛烈に反対されても、絶対にこ
の人でなければと二人の愛を貫き通す
か、あきらめるか。
　人生は、右か左かいつもＹ字型になっ
ていて、人生の節々で決断を迫られます。
　あきらめない人生は、たいへんでつら
いけど歓びが深い人生で、あきらめてし
まう人生は楽だけど、味気ない行き方で
あることを私たちは知っています。頑張
るか、あきらめるか、人はそれぞれの人
生観でどちらかに決断し行動します。

　ですから私たちはその人の決断によっ
て、その人の人生哲学を知ることが出来
ます。
　努力をするまえに自信がないと言い訳
をし、安易な生き方を選ぶ人は、困難か
ら逃げていて、たいへんだけど、楽しい
という生き方のよろこびを知りません。
　困難でもいい、何がなんでもという「意
思」は魂の叫びであり、その叫びが活力
に満ちた行動になり、感動の人生になる
のです。
　人生はいつもＹ字型、あなたはどちら
に決断しますか。
　

しあわせに 生きるために  ～Ｈａｐｐｙ  Ｌｉｆｅ ～

私達は、100 人が 100 人とも幸せな人生を過ごしたいと思っています。
しかし、その思いとは反対にアンハッピーなことに遭遇する事があります。
嫌なことがあっても、それを乗り越えて幸せを引き寄せてしまう人と、
不幸を引きずったまま、生きていく人がいます。
一度きりの人生だからハッピーに生きたいと思っているあなたと幸せで
楽しく生きるための秘訣について考えてみましょう。

シリーズ vol.14
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南部徳洲会病院臨床研修の理念

Ⅰ　理念

「生命だけは平等だ」の基本理念のもと、全人的・

全身的に患者様を診る能力を身につけるととも

に、医療を通して社会に貢献できる人格形成を目

指す

Ⅱ　基本方針

１　患者様の権利を理解し、安全を心がける

２　医療スタッフと連携し、チーム医療を実践す

る

３　基本的な診療能力を身につけ、適切な検査・

治療が計画できる

４　基本的な検査・治療手技を身につける

５　医師として必要なプレゼンテーション能力を

身につける

６　地域医療の積極的な参加を心がける

７　生涯にわたって自己研鑽するための学習習慣

を身につける

Ⅲ　理念の実行方法（研修計画）

１　医療安全管理委員会・感染対策委員会への参

加を通じて患者様の権利、安全管理に対する

理解を深める

２　オリエンテーションを通じてコメディカルの

職務を理解すると同時に、　コメディカルと

のカンファレンスを通じてチーム医療の理解

を深める

３　日々の回診、カンファレンスを通じて基本的

な診療能力の習得に努める

４　受け持ち患者様に対する手技を指導医の指導

のもと安全に施行する

５　回診、カンファレンス、学会発表など状況に

応じたプレゼンテーションを行う

６　僻地・離島の研修を経験し理解を深める

７　日々の症例を記録し常に学習、考察を行う

厚生労働省指定基幹型臨床研修病院とは、医学部を卒業し、医師免許を取得した医師（研修医）

が卒後 2年間、基本的な手技、知識（初期研修）を身につけるために、厚生労働省の審査を受け、

指定を受けた病院のことです。

当院は、昭和54年の開院当初から、研修医を受け入れ「救急を断らない、何でも診ることので

きる医師」の育成を目指し、南部地域の中心的病院として活動しています。

南部徳洲会病院は、厚生労働省指定基幹型臨床研修病院です。

　一般的に、風邪は様々なウイルスによっておこり
ますが、普通の風邪の多くは、のどの痛み、鼻汁、
くしゃみや咳などの症状が中心で、全身症状はあま
り見られません。発熱もインフルエンザほど高くな
く、重症化することはあまりありません。
　一方、インフルエンザの特徴的な症状は 38℃以
上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などの全身症状が

一般的ですが、まれに高熱が出ない場合があるため、
周囲にインフルエンザの人がいて、風邪症状がある
場合は受診を勧めます。小児ではまれに急性脳症を、
高齢の方や免疫力が低下している方では肺炎を伴う
など、重症になることがあります。ワクチンを接種
することで重症化を防ぐといわれているので積極的
にワクチン接種を行って下さい。

◆インフルエンザを防ぐには ◆
●まずは手洗い・うがい！
・インフルエンザは、主に咳やくしゃみの際の飛沫で感染する

飛沫感染でうつります。家族や他人へうつしてしまわないよ
うにマスクを着用しましょう。マスクはまた、喉の乾燥を防
いでインフルエンザにかかりにくくする効果もあります。

・うがいや手洗いには、喉や手についたインフルエンザ・ウイルスを洗い流す
効果があります。また、手洗いの際に石鹸を使うことで、手や指に付着した
ウイルスをはがれやすくする効果もあります。

・インフルエンザには、アルコール消毒の効果が高いので、帰宅時には手洗い
とともに手指のアルコール消毒を心がけましょう。

手洗いのポイント
指先／指の間／親指の周り／
手首／手の皺

イ ン フ ル エ ン ザ の 季 節 が や っ て き ま す！イ ン フ ル エ ン ザ の 季 節 が や っ て き ま す！イ ン フ ル エ ン ザ の 季 節 が や っ て き ま す！
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医療法人沖縄徳洲会

南部徳洲会病院
当院は下記の事項を遵守して「いつでも、どこでも、

だれでもが、安心して最善の医療を受けられる社会」

を目指します。

基本理念

～ 生
いのち

命だけは平等だ ～

生
せいめい

命を安心して預けられる病院

健康と生活を守る病院

1.	年中無休、24 時間オープン。

2.	入院保証金、総室 ( 大部屋 ) の室料差額冷暖房

費等一切無料。

3.	健康保険の 3 割負担金も困っている人には猶予

する。

4.	生活資金の立替、供与をする。

5.	患者さまからの贈り物は一切受けとらない。

6.	医療技術、診療態度の向上にたえず努力する。

基 本 方 針

南部徳洲会病院　患者の権利章典　

１．	 患者は、何人も差別されることなく、適切な医療を受ける権利があります。

２．	 患者は、自分の診断・治療・予後についての情報を理解できる言葉で説明を受ける権利がありま

す。しかし、そのような情報を患者本人へ直接伝えることが医学的に妥当でないと思われる場合は、

代理人へ伝えます。また、患者は、自身の診療・治療に責任を持つ医師が誰であるかを知る権利

があります。

３．	 患者は、法律によって許される範囲内で、治療を拒否する権利があります。

　　　また、治療をしない場合の予測される結果について知る権利があります。

４．	 患者は、当院での診断や治療方法に関して、セカンド・オピニオン（他院を含む他の医師の診断）

を受ける権利があります。また、患者は、不服を申し立てる権利があります。

５．	 患者は、個人情報やプライバシーについて、配慮を求める権利があります。

６．	 患者は、自身の診療録（カルテ）等の診療情報の開示を求める権利があります。

７．	 患者は、処置や治療の際に、医師から説明を受ける権利があります。なお、緊急時を除いて、処

置や治療の内容だけでなく、それらに伴う合併症や危険性についても説明を受ける権利がありま

す。また、代替方法や代替治療がある場合には、それらについての説明を受ける権利があります。

８．	 患者は、病院内での安全な環境を提供される権利があります。

９．	 患者が意識不明か自己の意思表示が不可能な場合には、インフォームド・コンセントは法の定め

る代理人に対して行われます。法の定める代理人の不在時に緊急の医療処置が必要になった場合

には、患者があらかじめそのような状況での医療処置を拒否していない限り、患者の同意がある

ものとみなして医療処置を実施します。ただし、自殺企図の場合には、患者の意思にかかわらず

救命医療を実施します。

１０．	患者が未成年者あるいは法的無能力者の場合には、法の定める代理人に権利があります。

１１．	患者は自己の健康や保険サービスに関する選択が行えるように、保健教育を受ける権利がありま

す。その保健教育には、健康的ライフスタイルや疾患の予防、早期発見の方法に関する情報があ

ります。

１２．患者は、人道的で尊厳のある終末期医療を受ける権利があります。

１３．患者は、医学的のみならず精神的支援を受ける権利があります。それには自らが選んだ宗教の聖

職者による支援を含みます。また、それを望まない場合に拒絶する権利があります。

１４．	患者は、疼痛の原因を知る権利があります。また、疼痛に対する治療方針決定に関与する権利が

あります。



診 療 時 間 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 備　　考

内 科・ 総 合 診 療 朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
服部真己
山本俊二
國仲美奈子

小渡輝雄
服部真己
平良智彦
山本俊二
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
妹尾真実
山本俊二
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
服部真己
山本俊二
國仲美奈子
堀川恭偉

玉城利昭
服部真己
國仲美奈子

服部真己
山本俊二

※Dr平安山、Dr小渡、

   Dr玉城利昭の診療

   08：30～

※ Dr平安山は完全予約制

総 合 診 療
昼 診 13：30 ～ ～ 16：00 迄

清水徹郎
山本俊二
担当医

服部真己
國仲美奈子

平良智彦
國仲美奈子
大場修治

西島 功
山本俊二
郷 克己
堀川恭偉

山本俊二
大場修治 当直医

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 当直医 当直医 当直医 当直医 当直医

呼 吸 器 外 来

朝診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
金城武士(琉大)
【呼吸器内科】 

妹尾真実
【呼吸器内科】

妹尾真実
【呼吸器内科】

※ (火 )Dr 金城は完全 

  予約制

※ Dr 妹尾は、予約と紹

  介のみ

※胸部外科外来・SAS 外

  来・禁煙外来は予約制

下地光好
【胸部外科外来】

特診
13：30 ～ ～ 16：00 迄

妹尾真実
【呼吸器内科】

赤崎 満
【SAS 外来】

赤崎 満
【SAS 外来】

14：00 ～ ～ 16：00 迄 下地光好
【禁煙外来】

糖 尿 病 外 来

朝 診 08：30 ～ ～ 11：30 迄 舘 一男 舘 一男 山川 研(中徳) ※ Dr 舘は予約制

   第1（金）は初診のみ予約

※ Dr 大城は完全予約制

※ Dr 山川は不定期
 　12 月は 13 日・27 日

昼 診
12：30 ～ ～ 15：00 迄 大城 讓

14：00 ～ ～ 16：00 迄 舘 一男 舘 一男

循 環 器 内 科 朝 診
08：30 ～ ～ 11：30 迄

川満克紀
安里直美

川満克紀
川満克紀
安里直美 

大城 力 (中徳)

平良智彦 川満克紀 伊集広城

※予約制

※ (水 )Dr 大城力は
　 第 1,3 週

※ (土 )Dr 伊集は月 1回

　 第 2週 診療 09：30 ～

08：30 ～ ～ 10：00 迄 河野秀幸 ※再診のみ受付

救 急 診 療 科
09：00 ～ 13：00

担当医　　　　　清水徹郎
担当医

清水徹郎
担当医 原田 宏

13：00 ～ 17：00 清水徹郎 原田 宏 当直医

外 科 ･ 消 化 器 科 朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
兼城隆雄
大城 敏

玉城 聡
担当医

渡邊正俊
大城 敏

兼城隆雄
比嘉章太郎

(琉大 )

玉城 聡
深町俊之

担当医

外 　 　 科
昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄 担当医（琉大）

当直医
※(木 )琉大より

   Dr 稲福 又は、Dr 喜瀬夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 担当医 原田 宏 担当医 当直医 当直医

心 臓 血 管 外 科
朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 赤崎 満 瀬名波栄信 赤崎 満 下地光好 担当医 ※(土 )は ,

  第 1,3 週：Dr 赤崎 

  第 2,4,5週：Dr瀬名波
昼 診 13：30 ～ ～ 16：00 迄 西島 功
夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 赤崎 満 下地光好 瀬名波栄信 瀬名波栄信

特 殊 外 来

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 渡邊正俊 
【肛門外来】

轟 純平
【血液内科外来】

下地光好
【二次検診外来】

池原康一
【乳腺外来】

※ (金 )Dr 轟は第 4週

   診療 09：30 ～

※ (土 )Dr池原は不定期

　12 月は 14 日・28 日

昼 診

13：30 ～ ～ 15：30 迄
嶺井 悟

 【がんサポート
　　新患外来】

嶺井 悟
 【がんサポート

　　再診外来】

※再診外来は

  受付 16：00 迄

14：00 ～ ～ 16：30 迄 仲榮眞盛保
【血管外科外来】

※ (木 )Dr 仲榮眞は
  第 1.3.5 週 予約制　　

15：00 ～ ～ 16：30 迄 渡邊正俊 
【肛門外来】

※第 1.2.4 週　

※完全予約制

夕 診 17：00 ～ ～ 18：30 迄 渡邊正俊 
【肛門外来】

※完全予約制

整 形 外 科

朝 診
09：00 ～ ～ 11：00 迄

砂川秀之
大城義竹
親富祖徹　
（初診担当）

金城幸雄
砂川秀之
島袋全志　
（初診担当）

金城幸雄
親富祖徹　
（初診担当）

金城幸雄
新垣宜貞
島袋全志　
（初診担当）

新垣宜貞
大城義竹

担当医

09：30 ～ ～ 11：00 迄 翁長正道
(琉大 ) 股関節

山川 慶
(琉大 )脊椎

大久保宏貴
(琉大 )手外科

夕 診 17：00 ～ ～ 18：30 迄 金城幸雄
新垣宜貞
親富祖徹

島袋全志
新城宏隆

【膝関節外科】

砂川秀之
大城義竹

※夕診は予約と紹介のみ

脳 神 経 外 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 嘉手苅勤 嘉手苅勤
※ Dr 嘉手苅は、予約と

紹介のみ受付

※ (金)Dr外間は予約制
昼 診 15：00 ～ ～ 16：30 迄 外間洋平

(琉大 )

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 嘉手苅勤

皮 　 膚 　 科
朝 診 08：30 ～ ～ 10：00 迄 冨永 智 安東和代 安東和代 安東和代 冨永 智 冨永 智

※ Dr安東は診療09：00～

※ ( 火 ･ 水 ･ 木 ) の午後

は紹介・施設患者のみ

※ (土)は受付9：30迄
昼 診 14：00 ～ ～ 15：00 迄 安東和代 冨永 智 冨永 智 冨永 智 安東和代

泌 尿 器 科

朝 診 08：30 ～ ～ 11：30 迄

向山秀樹

手　術
手　術 向山秀樹 手　術

昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄 泉恵一朗
(琉大 )

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄  向山秀樹

歯 科 口 腔 外 科
朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄

神農悦輝
新崎啓介

神農悦輝
新崎啓介

神農悦輝 
（顎関節外来）

神農悦輝
（インプラント外来）

神農悦輝
新崎啓介

担当医 ※（火）午後、予約以

外の方は電話にてお

問い合わせ下さい。

新崎啓介 手　術

昼 診 13：30 ～ ～ 16：00 迄 口腔ケア外来
神農悦輝
新崎啓介

手　術

産 婦 人 科
朝 診 09：30 ～ ～ 11：30 迄

陳 能瑾
松岡 恵

手　術
助産師外来

神山和也
松岡 恵

手　術
助産師外来

神山和也
陳 能瑾 担当医

※予約以外の方は、電

話にてお問い合わせ

ください。

※昼診 Dr 松岡は受付

15:00 迄
昼 診 13：30 ～ ～ 16：00 迄 神山和也 松岡 恵 神山和也 陳 能瑾 松岡 恵

小  児  科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
大府正治
早田 航

大府正治
早田 航

大府正治
須貝みさき

大府正治
早田 航

大府正治
須貝みさき ※出張等で担当医が変

更になることがあり

ます。

※予防接種は ,１週間前

迄に予約が必要です。

※小児循環器外来は

　完全予約制

※小児神経外来は

　紹介・完全予約制

13：30 ～ ～ 14：30 迄
乳児検診／予防接種
大府正治・早田航

乳児検診／予防接種
大府正治・須貝みさき

特 診
14：00 ～ ～ 14：30 迄 早田 航

（小児循環器外来）
早田 航

（小児循環器外来）

14：00 ～ ～ 16：00 迄 大府正治
（小児神経外来）

夕 診 16：00 ～ ～ 18：00 迄 大府正治
須貝みさき

早田 航
（大府正治）

眼 　 　 科

朝 診 09：30 ～ ～ 11：30 迄 稲福ゆり (琉大)     

昼 診 14：00 ～ ～ 16：00 迄

力石洋平
第1.3.5 週

愛知高明
第2.4 週

耳 鼻 咽 喉 科
朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄 山下懐 (琉大 ) 山元朝仁(琉大) 金城 秀俊(琉大)

※土曜日は完全予約制
昼 診 14：00 ～ ～ 16：30 迄 喜友名朝則 (琉大 )

リ ハ ビ リ
午 前 08：30 ～ ～ 11：30 迄 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　　　　
午 後 13：30 ～ ～ 16：30 迄 〇 〇 〇 〇 〇

放 射 線 治 療 科 0 9： 0 0 ～ 1 6： 0 0 眞鍋良彦 橋本成司 眞鍋良彦 橋本成司 眞鍋良彦 ※完全予約制

人 工 透 析 0 9： 0 0 ～ 1 7： 0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ス ト ー マ 外 来 0 9： 0 0 ～ 1 2： 0 0 〇

外
来
診
療
体
制
表

※ 

但
し
、
急
患
は
24
時
間
受
付
、
土
曜
日
午
後
・
日
曜
・
祝
日
は
当
直
医
が
担
当
致
し
ま
す
。

※ 

出
張
・
学
会
の
為
、
担
当
医
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
診
療
体
制
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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